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第２回 福井鉄道福武線活性化連携協議会 議事録 

 

日 時 平成 20 年 7 月 28 日(月) 午後 2 時～午後 4 時 30 分 

場 所 ＡＯＳＳＡ 研修室 601 

出席者 別紙のとおり 

資 料 別紙１～４、資料１、２及び補足資料のとおり 

 

≪向坂副課長が進行≫ 

開会 

１．挨拶 

２．議題 

（１）予算について 

   予算について事務局より説明があり了承された。 

（２）福井鉄道福武線活性化総合連携計画の策定について 

資料に基づき事務局より説明があり、主な質疑応答は以下のとおりである。 

○座 長  別紙 2 の連携計画の策定で、目次が書かれておりますけれども、3.福井鉄道福武線の

再建に関しては、大体再構築実施計画の中身になると考えてよろしいんでしょうか。 

○事務局  同じような形になると思いますが、別添補足資料の 36、37 に概略的なイメージだけ

示してございます。 

○委 員  企業アンケートは従業員だけに調査票を配布して書いてもらうのか、並行して企業の

総務担当者や人事担当者にもヒアリングとかアンケートとか、何かする予定はあるん

でしょうか。 

○事務局  マイカー通勤に関しては、企業の方針が大きな制約になってきますので、従業員の方

にアンケートをお願いする手続の中で、総務担当者の方になると思うんですが、1 枚

程度の簡単なアンケートで、企業の考え方みたいなところをお聞きする設問をしたい

と考えております。 

○座 長  できれば、対応していただけるとありがたいと思います。 

○委 員  問いの中で、満足度と改善重要度というのがございます。細かい項目がたくさんある

と思うんですが、事業者の方には耳障りかもしれませんけれども、この中に、駅員と

乗務員の接客態度といいますか、そういう項目もこの際やっていただければいいので

はないか。 

○事務局  この案は決まった形ではございませんので、また御意見いただきまして、改善してい

きたいと思っております。 

○委 員  住民にアンケートするのと、沿線企業の従業員の方にアンケートをとるということで、

ダブる可能性があると思うんですけれども、それはそれで割り切っていけばいいとい

う考え方でよろしいんでしょうか。 

○事務局  それを区別してアンケートするというのもなかなか難しいですから、それぞれで実施

していきたいと考えています。 

○座 長  アンケート調査の中身で、満足度と改善重要度を尋ねるわけですけれども、書く人が

わかりますかね。例えば、非常に満足しているけれど、改善重要度に対してはどうい

うふうに答えたらいいのかというのは、何となくわかるんだけど、すんなり書いても

らえるかどうか。 

○事務局  文章的に少し工夫させていただきたいと思います。 

○委 員  沿線企業というのは、どれぐらいの範囲を想定されていらっしゃるんですか。 

○事務局  沿線の半径１㎞位にある企業ということで考えております。駅から歩いて 15 分ぐら
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いのところです。 

○委 員  アンケートの実施時期は、後のスケジュール表を見ますと、8 月中ぐらいになります

か。 

○事務局  アンケートについては、アンケート票と合わせて、「かしこいクルマの使い方」、福井

鉄道さんの時刻表、それから、福井市の場合は「のりのりマップ」を入れます。鯖江

市さん、越前市さんも、何か利用促進になるようなものを入れまして、そういうもの

もあわせて、８月の中ごろにアンケートに入っていきたいと考えています。アンケー

トの配布回収は、各市のサポート団体の協議会を通じまして、企業、自治会配布も合

わせて約 2,000 世帯を対象に実施し、その後、大急ぎで分析をしたいと考えています。

日程が切迫しておりますけれども、皆様の御協力をいただきまして実施したいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。なお、1 世帯に 1 枚ではなく、2～3 枚

アンケート用紙を入れたいと思います。御家族で、例えば高校生、お父さんお母さん

という形で、アンケートをお願いする予定です。 

○委 員  アンケートの 5 ページですけれども、問 1 の(1)のところに、下のところに「1 から 6

を回答した方は(2)へ、7 から 8 を回答した方は問 2 へお進みください」と書いてあ

るんですけれども、7 から 8 ということは、利用したことがないという方なんですね、

その方に、福武線のサービスに対する満足度と改善重要度についてお尋ねしますとい

うことだと思うんですけれども、利用されてない方が、電車の遅れとか始発の時刻と

か普通運賃とかお聞きになるのはいいと思うんですけど、利用されていない方に聞く

ような設定の仕方が必要じゃないかなと思うんですけど、どうでしょうか。 

○事務局  アンケートをやって、全く利用したことがない人というのはどのぐらいいるのかとい

うのが、まずあるんですが、そういう方に対して、満足度ですとか改善重要度を聞か

ないというのも非常にもったいないということがまず一つあります。それと、そうい

う全く利用したことがない人というのは、福武線にどういうイメージ、感想を持って

おられるのか。そういうところから、そういう人に対して、逆にどういったことをア

ピールした方がいいのかというところが見えてくるんじゃないかということで、集計

するときに、利用したことがある人としたことがない人を合わせて集計しますと、か

なりバイアスがかかるんではないかと思いますので、集計するときはそこを明確に分

けて、全く利用したことがない人はどういう意識を持っているのか、そういうところ

を分析できればと思いまして、こういう設問にしております。 

○座 長  一番心配なのは、一番右の「わからない」に全部つけてしまう可能性があるかもしれ

ないので、それを考えないといけないですね。 

○事務局  設問の内容については、検討させていただきます。 

○事務局  先ほど、モビリティマネジメントという言葉を使って、単にアンケートだけではなく

て、利用促進の一つの働きかけをやるというようなことを申し上げたところですけれ

ども、これについて少し補足説明させていただきます。アンケートの 6 ページまで、

問 3 までが通常のアンケートという仕立て方になっておりますけれども、問 4 から、

今、お手元の方に回覧をさせていただいておりますけれども、「かしこいクルマの使

い方」という、県の総合交通課の方で昨年度、試験的にやったものをいただきまして、

今、回覧させていただいております。かしこいクルマの使い方を皆さんでもっと考え

ましょうというものです。何でもかんでも車でいいんでしょうかというような、そう

いうことを冊子の形にして、ほかの交通手段も使いましょうというようなことを説明

した小さなパンフレットですけれども、今回アンケートと一緒にお送りしたいと思い

ます。今回、協議会の中でそれを増刷しまして、お配りしようと考えています。その

関係もあって、アンケートについてはすぐにはできないというようなことを申し上げ
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ているんですけれども、そういう形の、まず啓蒙といいましょうか、情報提供という

形をさせていただこうと思います。ほかにも、福武線の近くにお住まいでいながら、

実際に鉄道をお使いにならない方というのは、時刻表すらお持ちでないということで、

改めて時刻表の方も、各御家庭に配布するという形をとりたいと考えています。ＮＰ

ＯのＲＯＢＡ（路面電車とまちづくりの会）というところでつくりました「のりのり

マップ」という、バスの経路を示したマップも一緒にお配りして、車の乗り過ぎに注

意しましょうばかりじゃなくて、電車やバスを使うときにはどうしたらいいのという

情報として、一緒にお配りするという形で、実際の交通行動も変えていただきたいと

いうようなことも、モビリティマネジメントという言葉で表現をしておりますけれど

も、そういうようなことも一緒に仕組もうというふうに今回考えているのが、今まで

の通常のアンケートと違ったところじゃないかというふうに思っております。 

○座 長  福井県のパーソントリップ調査でもこの内容を入れて、公共交通を使う利用が少し増

えたという結果が出ていますので、そういう意味で、これを実際やってみて、利用者

が何％か増えていくというデータが出てくるとおもしろいと思います。 

 

（３）鉄道事業再構築実施計画の策定について  

（４）今後のスケジュールについて 

資料に基づき事務局より説明があり、主な質疑応答は以下のとおりである。 

○座 長  鉄軌道高度化事業の制度がありますね。そこでは平成 20 年度から鉄道事業再構築事

業が拡充という形で、活性化対策という部分があって、それから、安全対策というと

ころで中期整備計画みたいなものを立てるとある。要するに、第三者機関による評価

に基づいて老朽化した施設、設備に対して中期整備計画を立てて、それに対する支援

制度があるというようなことが書いているんですけれども、今回の鉄道事業再構築実

施計画の中にはいわゆる第三者機関の評価に基づくものではないが、安全対策を含め

てやるということで、そういうような内容でよろしいんでしょうか。 

○中部運輸局 イメージは、鉄道事業者、三セクを含めて、緊迫した事業者が多い中で、いろいろ

な補助をつけて援助していこうという趣旨がございます。今までやってきた安全性の

緊急評価を受けてやってきたのが、近代化補助というのがございました。これが今年、

20年度で一応終わりになります。続いて援助する方法はないかというようなことで、

新しい補助制度を構築していく中で、鉄軌道の計画安全事業が新しくできる仕組みに

なっておるんですが、今回、計画安全事業につきましては、以前に安全の緊急評価を

受けてきたものが、平成 13～14 年に受けた評価で時間もたっておることもあり、も

う一度再評価を受けた中で、何を優先的にやっていくのかというようなところを第三

者の評価を受けた上で、計画を策定していただいてという趣旨でございます。今回の

再構築事業の実施要綱だとかそういったものがまだ示されてきておりません。この秋

にも出てくると思いますけれども、今まで中長期の整備計画を出していただいている

んですけれども、これにかわるものとして制度化された計画安全事業を、この再構築

事業の中で何をやっていこうというところを策定していただくんですが、ただ（計画

安全事業と再構築事業の事業が）ダブる部分が出てくるかと思うんですね。ですから、

そこのところをどういうふうに切りかえていくかというところが、要綱等がまだ示さ

れておりませんので、この時点でどういうふうにいくかとは決められませんけれども、

いずれにしましても、客観的に第三者の評価をもう一度受け直していただいて、それ

を今回の再構築実施計画の中で改めてうたい込んでいっていただいても、どちらへ変

わってもいいような形に、まず拾い出しをしていっていただくのかなというふうに、

今の時点では思っています。もう少しまた具体的になりましたら御説明ができるかと
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思いますし、改めて御相談させていただきたいと思います。 

○委 員  再評価ということをおっしゃいましたけど、第三者評価ということは誰がやるのか。

その仕様とかそういうものはどうなるのかというのはあるんですか。 

○中部運輸局 今まで受けていただいたもので変わりないということでしたら、今まで評価を受け

ていただいたものでも結構でございます。新たなものが出てきたりとか、年数がたっ

て、今まで、例えばＣという評価であったものがＢになったり、ＡとかＢになると厳

しくなってくるんですけれども、経年劣化で、平成 13～14 年ぐらいに評価をしても

らったものが随分劣化をしてきている可能性があると。それで、改めてここを直した

いと。もう相当劣化が進んできておるので、当時はＢなりＣということで、後回しで

いいよと言われていたものが、そのまま後回しでいいよという状況ならいいんですけ

れども、劣化が進んできて、Ａになるというような状況でしたら、もう一度評価を受

けていただいて、これはもう早目にやった方がいいですよというものを、第三者の評

価を得ていただくのが必要かなと、そういうことでございます。 

○座 長  その評価というのは、何年かに 1 回と決まっているのですか。 

○中部運輸局 そういうことではありません。今回の制度の中で、もし改めて評価を受け直した方

がいいと、説得力が出てくるというものについて、評価を受けていただくというもの

でございます。 

○事務局  福井鉄道の場合は、平成 15 年度に財団法人の鉄道総合技術研究所に委託して調査を

実施しております。それに基づいて、平成 17 年度から 20 年度までの 4 カ年計画とい

うことで整備プログラムというのをつくっております。先ほどからおっしゃっていま

すのはこの件でありまして、これで重要度、緊急性の高いものは順次整備が終わって

いますので、あと残っているものについて再点検するのかしないのか、そこら辺を一

度考えてみようじゃないか、そういうことをおっしゃっております。 

○中部運輸局 評価にかかる費用についても、補助の対象になります。今度の計画策定にもしその

評価をしなければいけないということであれば、その評価のための、計画策定の一環

の中で対象にすることも可能というふうに、聞いております。ただ、細かいところは、

担当の方に確認しないといけません。 

○委 員  別紙 3-1 と別紙 2 の目次についてですが、鉄道事業再構築実施計画と地域公共交通活

性化・再生総合事業計画というのは、別紙 2 の中でいいますと、鉄道事業再構築実施

計画は、4 の地域公共交通総合連携計画の 4-4 の計画に基づく事業に入るというよう

なイメージでいいのですか。 

○事務局  連携計画の方になりますと、利用促進策等も含まれますので、再構築実施計画は鉄道

事業だけという形で、別途に作るという形になります。 

○委 員  この計画の一部に入ってくるのではなくて、また別計画をつくるということですか。 

○事務局  そうです。それが今年度、新たに法の改正でできた制度でございます。ただし、連携

計画がないとつくれないという制度になっています。 

○座 長  総合連携計画をつくって、それをもとに、そこから鉄道再構築事業というものがピッ

クアップされていって、もう一方では、総合活性化再生事業をこの連携計画の中から

ピックアップしていくというような形になろうかと思います。 

○委 員  そうしますと、計画としては地域公共交通総合連携計画なのだけれど、実際は、再生

総合事業計画と再構築実施計画と二つの計画ができるということですか。 

○事務局  再生総合事業の方はソフト事業でございますので、どういう形で上がってくるかによ

っては、形が決まってこないこともありますが、それも含めた形でやっていきたいと

思います。再生総合事業は、法改正の前からの事業でございますので、再構築事業が

新たに加わったと考えております。 
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○委 員  各市においては地元から意見を聞くような場を設けておられると思うわけですが、そ

うした意見というものは、この今の計画の中でいうと、ソフト事業といいますか、地

域公共交通活性化再生総合事業計画に反映されるのかなと思うんですが、いつこれを

聞いていただけるというか、吸い上げていただけるのか。発言の場所といいますか、

その辺を教えていただければと思います。 

○事務局  今後のスケジュールというところにもかかってくると思いますので、先にちょっとス

ケジュールの方を説明させていただいて、今の御質問のお答えとさせていただきたい

と思います。本協議会は、次に 9月上旬と下旬に第3回と第 4回を予定しております。

全体計画の方は、先ほどのアンケート調査を 7 月の下旬から 8 月いっぱいかけて住民

の皆さんの御意見をお聞きしていただくということでさせていただきたいと考えて

おります。その中で、住民のそれぞれの方に直接アンケートという形で聞いていく形

ですけれども、これを配布していただくというのが、今後、各市さんと団体さんの方

にお願いしていくという形になるんですけれども、その中で、サポート団体みずから

が、やっぱりこういう案があるとか、いろいろな御意見をお持ちだと思います。その

辺と、それから、アンケートで出てきました意向とを合わせながら、第 3 回協議会、

第 4 回の協議会の中でそれをぶつけていただくという形で、今後、ソフトの方の支援

策については各市のサポート団体の中でも、8 月から 9 月にかけていろいろもんでい

ただいて、そしてこのアンケートと合わせて、9 月の 3 回、4 回協議会の中で協議さ

せていただきたいと、このように考えております。先ほどの再構築事業と連携計画と

の違いという部分ですけれども、再構築実施計画につきましては、7 月から 9 月まで

の間に計画を練りまして、本協議会の場で承認をいただくという形になっているんで

すけれども、この連携計画については 10 月下旬に国へ送付するという形になってい

ます。再構築実施計画につきましては、計画をつくって認定の申請をします。ですか

ら、連携計画と再構築実施計画は違うもので、連携計画を踏まえて再構築実施計画は

つくりますけれども、別個の計画としてつくって、再構築実施計画は国の認定をいた

だいた上でその後の事業が行われていきます。特に土地の購入については、認定を受

けて各市においては契約ができるというようなことと理解しております。以上がスケ

ジュールで、合わせてそれぞれの団体さんの方でも活動をお願いして、9 月の 3 回、

4回の中で地元の方の御意見をぶつけていただくというような形になれば一番ありが

たいということで考えておりますので、よろしくお願いします。 

○委 員  もう一つ提案でございますけれども、せっかく今日のこういう会議が持たれているわ

けですけれども、一度委員の皆さん全部、福武線の武生－田原町間で電車に乗ってい

ただいて、各駅、全部見ていただくといったことを御提案したいんですが、いかがで

しょうか。正直言って、私も福井から来ますけれども、南の方へは行っていないとい

うことで、駅舎の実態、いろんなものがあろうと思います。駐車場の問題も。そうい

うことから、一度フリー切符を使って、皆さんに御参加いただいたらと思います。 

○座 長  それについても、チェック項目なり何なりをつくることをしながら、もし可能であれ

ば検討して頂きたいと思います。 

○事務局  今の御指摘が非常に重要だと思いましたので、ちょっと御説明したいと思うんですが、

先ほどのアンケートの資料 2 の問 3 で、駐車場の整備、駅へのバス路線の増設、新設、

駅・電停の場所についてここで直接お伺いすることにしております。サポート団体の

皆さんについても、いろいろな意見があると思うんですけれども、このアンケートで、

そういう意見を集約していきたいというのが一つの趣旨でございます。ただし、ソフ

ト的なまちづくりとか観光というような設問はありませんので、これについては自由

意見を入れるような必要があるのかなと考えたところでございます。 
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○座 長  アンケートについて、いろいろ御意見、修正の案が出ていますけれども、修正に関し

ては事務局の方でどのように進めていきますか。 

○事務局  本日お聞きしました御意見等も合わせ訂正し、できましたら座長と御相談の上、また

各委員さんに送らせていただきたく思いますので。またその時点で御意見をいただき

たいと思います。 

○委 員  アンケートについては、時間的な余裕が非常に短いので、それぞれの諸団体で配布方

法を検討するというか、枠を決めて頂きたい。そうしないと、我々として現地におけ

るそれぞれの仕事が非常に遅れていくということがありますので、その点は早目早目

で対応していただきたいと思います。ついでに、今、スケジュールの中で、9 月上旬

に素案というスケジュールがありますが、ちょっと懸念していますのは、福井鉄道の

再建計画といいますか、この項目が連携計画の中に示されてくると思うんですね。そ

ういう関係からいきますと、これに付随する現段階におけるいわゆる協議会との関係、

それから各自治体の取り組み状況、こういうものを抜きにしてこの協議会で協議でき

るのかどうか。そこら辺の計画策定の段階における取り組みの状況がどう動いていく

のかという問題がございますので、県における官民協議会なり、自治体における各議

会との対応問題なり、こういうものを抜きにしていけるのかどうか。9 月までにそう

いう対応が可能なのかどうかという不安視というものがあると思うんですが、そこら

辺の見解はどうなるんですか。 

○事務局  官民協議会の話が出てございますけれども、その辺は並行した形でやっていく形には

なりますが、この中では、どういうふうに利用していこうかとか、利用促進みたいな

形になりますので、官民協議会が決まらないからという形でなくて、この中で自発的

に進めていきたいと思っております。当然、そういう傾向を見守りながら書かせてい

きますけれども、官民協議会の結論が出てないからということではございませんので、

あくまでも連携計画は福武線をどう利用していくか、どう活かしていくかという形に

なりますので、これだけは先に進める形にはなっています。 

○座 長  最終的には向こうの影響を受けるかもしれないけれども、こちらはこちらで議論、検

討を進めていって、どういうふうにすれば市なりあるいはその利用者なりが支援して

いけるような体制をつくっていくかということが大事であって、市長が前回のときお

話があったように、最終的には影響を受ける可能性はゼロとは言えないけれども、と

にかくこっちをきちっとやっていくことが、市議会等も支援はしやすくなるだろうと

いうことだったと思いますので、こちらはこちらでしっかりした計画をつくっていく

ということで、協力をお願いしたいと思います。それから、今日提出されている連携

計画のイメージも、どちらというと、今までのいろんな調査をまとめてつくったのを

ベースにしておりますので、そういう意味でいうと、利用者、サポート団体の動きと

いうものをあまりこの中に入れてないと思うんですね。鉄道をどうやって残していく

かというのは、サポート団体がどういうふうに運動を盛り上げていくかということが

非常に重要だと思いますので、その辺の支援団体の動きというか活動をこの中に入れ

ることが可能なのかどうかということも多分出てくるんじゃないかという気がする

んです。サポート団体の動きというか、それを知ることがなかなかできないので、も

し差し支えなかったら、簡単に、今どういうようなことを進めているかとか、現状と

か、あるいはこの機会に伺ってよろしいですかね。 

○委 員  福井市のサポート団体協議会としては、まだ一体的な大きな動きにはなっておりませ

んが、地区のサポート団体協議会があります。麻生津地区と清明、みのり、木田地区

の沿線の自治会で中心になって動いていただいているという形になっています。その

中で、麻生津地区ではフォーラムを開いて、区民の意見を広く聞く場を設けました。
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それから、清明地区の方では、清明、みのり、木田と合わせた形で、横断的な集まり

を開催しております。そういうことで、住民の意識改革、盛り上がりを図っています。

細かいことですけれども、麻生津地区では電車が入るたびに町の歌を鳴らして駅の雰

囲気を変えるというような試みをやっております。フォーラムの中では、いろんな意

見が出てまいりました。乗っている方、使ってない方の意見もございます。やはり大

きいのは、使いたいけれども駐車場がないとか、駅まで行く足がないという問題でご

ざいます。具体的には、パーク・アンド・ライド方式の駐車場がありますけれども、

狭いということ、それから団地を抱えていますので、駅まで行くとしても、バスとい

いますか、コミュニティバス的なものが必要だというような意見が特に多かったよう

に思います。 

○委 員  鯖江市では 2 回の各団体の打合会を実施しています。初回は、初年度からの経緯と三

つの市の取り組みの状況をお話して、それぞれの区長会内の主要な四つの団体の中で

具体的にどういうことをやっていただけるかということをお考えになって集まろう

ということになっております。区長会は 10 地区ございますが、四つの地域は沿線に

近い地域。あとの六つの地域はむしろ福鉄とはかかわりの薄い地域になります。その

四つの区長さんを中心にして三つのチームの研究班をつくりました。パーク・アン

ド・ライドですが、駅近くに駐車スペースを設けられるかどうかを調べてみようとい

うのが一つのチーム。もう一つは、乗るお客さんがどうしたらメリットがあるように

感じられるかということ。そしてもう一つが、駅とコミバスとの連携の調整ができる

かどうかという、この三つを主要団体の御意見をいただいてやりたいと思っておりま

す。アンケートが非常に重要でありますので、早急にアンケートをまとめ上げていた

だいて、少なくともお盆前ぐらいは配布できるようにしていただきたいと思っており

ます。 

○委 員  越前市では総会の後、それぞれの連絡協議会に加盟しております団体に対して、乗る

運動を中心とした取り組みを要請してまいりました。さらに、今月 10 日に再度各団

体の代表にお集まりいただきまして、えちぜん鉄道の部長に、取り組んだ経過につい

て報告をいただき、さらに、我々が福武線を応援するための協力体制がとれるかどう

かについても検討しようということにいたしました。各団体でそれぞれの会員に福武

線を利用していただくことに中心を置いております。したがって、区長会としては、

市内に 17 地区ありますが、全会長に一度福武線に乗ってもらいたいので、福井市で

自治会の会議があった際に、出席者全員が福武線を利用するということで、先日、全

員乗ってもらいました。自分たちでまず福武線の状態を確認しながら、今後の取り組

みをしていきたいということと、さらに区長会の会長会議の際、必ず福武線を利用す

ることについての意思合わせを行っています。今、特に暑い時期でビール電車が動い

ていますから、各地区では 1 回はこのビール電車を利用してもらいたいと意思合わせ

をして、利用運動を進めるという方向で取り組みを行っております。越前市の家久駅

につきましては、地元住民の声が強まりまして、自分たちの金で駅舎を改善しよう、

自転車置き場を改善しようということを決定いたしまして、資金対策も終わりました。

他のところも要望が数多くございますので、自分たちで改善できる方向で、各地域の

区長中心に取り組みをしている状況でございまして、意欲を持って取り組んでいると

いうことだけ御報告したいと思います。 

○座 長  3 市のサポート団体の状況を伺い、いろんなヒントみたいなものがたくさんあるんじ

ゃないかと思います。フォーラムを開催したり、あるいは乗る運動を展開されていま

すけれども、そういう運動を例えばモビリティマネジメントとして何か組み合わせて、

アンケート調査だけじゃなくて、もっと強く自治会の中に入り込んだモビリティマネ
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ジメントみたいなものをサポート団体と連携しながら組めないか。その辺も入れられ

るといいのかなという感じがしました。それから、鯖江市さんの方では、三つのチー

ムで調査をやられているということですので、また機会があれば、この中で結果を御

紹介していただければ、またいろいろな具体的なアイデアが出てくるのではと思いま

す。それから、自分たちでできることをやるということは非常に大事なことだと思い

ますので、連携計画の中で自分たちで支えていくという意欲みたいなものが示せると

いうのが大事なことだと思いますので、その辺もうまく検討していければと思います。 

○事務局  別紙 3-2 にあります福井鉄道福武線再構築実施計画策定部会の設置について御了承

をお願いしたいと思います。 

○座 長  福武線再構築実施計画策定部会ということで、委員のリストがありますけれども、こ

ういう形で検討を進めていきたいと思いますけれども、御承認をお願いできればと思

いますが、よろしいでしょうか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○委 員  皆様方に大変御尽力いただきましてありがとうございます。まだいろいろなところを

皆様方にお世話になりますけれども、どうかひとつよろしくお願い申し上げます。 

○事務局  次回につきましては、先ほどスケジュール表で御説明しましたとおり、9 月を予定し

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○座 長  以上をもちまして、すべての議事が終了しました。皆さんの御協力、ありがとうござ

いました。 

 

以上 
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